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本
庄
市
浄
化
槽
設
置
補
助
金

の
ご
案
内

　
市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
又

は
汲
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄

化
槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

補
助
金
申
請
前
に
工
事
を
開
始
し

て
し
ま
う
と
補
助
対
象
外
と
な
り

ま
す
の
で
、
工
事
を
行
う
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
の
新
築
な
ど
に
伴

う
浄
化
槽
の
設
置
は
補
助
対
象
外

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日　
５
月
７
日
㈫

※
５
月
24
日
㈮
（
土
・
日
・
休
日

を
除
く
）
ま
で
は
抽
選
受
付
期
間

と
し
、
抽
選
受
付
で
予
定
基
数
に

満
た
な
い
場
合
、
予
定
基
数
終
了

ま
で
先
着
順
で
受
付
。

抽
選
日　
６
月
中
旬
（
予
定
）

補
助
対
象
外
と
な
る
地
域

・
公
共
下
水
道
事
業
対
象
区
域
及

び
農
業
集
落
排
水
事
業
対
象
区

域
・
１
基
の
浄
化
槽
を
用
い
て
集
合

処
理
し
て
い
る
区
域

補
助
対
象
要
件

・
専
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の
面
積

が
２
分
の
１
以
上
の
併
用
住
宅

を
含
む
。
販
売
・
賃
貸
目
的
の

も
の
は
除
く
）
に
設
置
さ
れ
る

10
人
槽
以
下
の
も
の

補
助
対
象
費
用　
浄
化
槽
設
置
工

事
費
用

※
撤
去
な
ど
に
要
す
る
費
用
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
工
事　
平
成
31
年
度
中

に
着
工
し
、
令
和
２
年
３
月
10

日
㈫
ま
で
に
実
績
報
告
書
を
提

出
で
き
る
も
の

★
環
境
推
進
課
☎
25-

１
１
７
３

「
本
庄
市
自
殺
対
策
計
画
」

（
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
集
計
結
果
に
つ
い
て

寄
せ
ら
れ
た
意
見　
３
件

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
の
考
え

方
は
、
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
他
、
５
月
27
日
㈪
ま
で
企
画
課

（
市
役
所
３
階
）、
市
民
活
動
推
進

課
（
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
内
）、
図

書
館
（
図
書
館
本
館・児
玉
分
館
）、

支
所
総
務
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

内
）
の
開
庁
・
開
館
時
間
に
閲
覧

で
き
ま
す
。

★
健
康
推
進
課
☎
24-

２
０
０
３

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　        ★広報課☎25‐１１５５

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25
‐
１
１
５
５

本庄市長

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

改
元
に
伴
う
文
書
の
取
扱
い

　
５
月
１
日
以
降
に
市
か
ら
発
送

す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
「
令
和
」
を
用
い
ま
す
。
た

だ
し
、
事
務
処
理
の
時
期
の
関
係

か
ら
「
平
成
」
で
表
記
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
改
元
後
も

有
効
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
ま

す
の
で
、
新
元
号
に
読
み
替
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
行
政
管
理
課
☎
25-

１
１
６
１

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で　
　

「
献
血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
５
月
21
日
㈫　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

会
場　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方

※
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血

を
し
た
こ
と
が
あ
る
方
に
限
り
ま

す
。

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類

　
全
血
（
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml
）

※
４
０
０
ml
採
血
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
４
０
０

ml
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２
０
０
ml
献
血
に
つ
き
ま
し
て

は
、
必
要
量
が
集
ま
り
次
第
、
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
６
月
ま
で
新
社
会
人
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
中
。
こ
の
機
会
に

献
血
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
24-

２
０
０
３

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

　
埼
玉
県
本
庄
保
健
所
で
は
、
ひ

き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の

家
族
の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
13
日
㈪
、
７
月
８
日

㈪
、
９
月
９
日
㈪
、
11
月
11
日

㈪
、
令
和
２
年
１
月
20
日
㈪
、

３
月
９
日
㈪　
午
後
１
時
～
５

時
場
所　
本
庄
保
健
所
２
階
相
談
室

等
対
象　
本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住

者
定
員　
１
日
３
名
（
予
約
制
）

※
１
名
１
時
間
程
度
。

費
用　
無
料

申
込　
電
話
で
左
記
へ

※
相
談
日
前
に
事
前
面
接
を
実
施

し
ま
す
。

★
本
庄
保
健
所
保
健
予
防
推
進
担

当
☎
22-

６
４
８
１

生
活
に
お
困
り
の
場
合
は　

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
本
庄
市
自
立
相
談
支
援
窓
口
で

は
、
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
方
や

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）
か
ら
の

相
談
を
市
役
所
又
は
社
会
福
祉
協

議
会
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
、
自
立
に
向

け
た
支
援
内
容
を
一
緒
に
考
え
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
必
要

な
支
援
を
行
い
ま
す
の
で
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込　
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
自
立
相
談
支
援
窓
口

　

生
活
自
立
支
援
課
内
☎
25-

１
１
５
９
、
社
会
福
祉
協
議
会

内
☎
24-

２
７
５
５

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

調
査

　
全
て
の
住
宅
で
義
務
化
と
な
っ

て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。
無
作

為
抽
出
に
よ
り
消
防
職
員
が
訪
問

し
、
玄
関
先
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越

し
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間

　
５
月
11
日
㈯
～
24
日
㈮

※
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
間
に
行
い
ま
す
。

調
査
内
容

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の

有
無

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
る
場
合
は
設
置
の
場
所

③
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
な
い
場
合
は
設
置
し
て
い

な
い
理
由

④
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

（
作
動
確
認
）
の
有
無
と
結
果

※
不
適
正
な
訪
問
販
売
や
電
話
勧

誘
等
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
消
防

署
や
市
役
所
職
員
が
個
人
宅
を
訪

問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消

火
器
の
販
売
等
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
悪
質
な
業

者
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
24-

８
３
９
２

湯
か
っ
こ
設
備
改
修
工
事
に

伴
う
臨
時
休
館

　

余
熱
利
用
施
設
「
湯
か
っ
こ
」

で
は
、設
備
の
改
修
工
事
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

閉
館
期
間　
９
月
24
日
㈫
～
11
月

30
日
㈯

★
余
熱
利
用
施
設
「
湯
か
っ
こ
」

☎
22-

８
１
２
６

平成から令和へ　「改元奉祝の集い」の成功を祈って
　４月１日、新元号を「令和」と定めることが発表され
ました。新元号はその意味、典拠そして音感も含め、多
くの国民に新鮮な感動と共に迎え入れられたと感じます。
　この原稿を書いている４月11日現在、私は５月１日の
新天皇陛下ご即位の日に、本庄市において開催される｢改
元奉祝の集い」が、無事に実施出来るよう、心から祈っ
ております。
　５月から上皇となられる今上天皇陛下ご健在にて執り
行われる皇位継承と改元を、本庄市民みんなで奉祝しよ
うと実行委員会が組織されたのは２月15日でした。実行
委員長に本庄市自治会連合会の齋藤会長、副委員長に本
庄商工会議所の狩野会頭、児玉商工会の江原会長、埼玉
ひびきの農業協同組合の金井代表理事組合長がそれぞれ
就任され、各種団体関係者の皆さまで組織していただき
ました。今後、記念式典と全体の実施内容を決定し、当
日に臨みます。
　合わせて記念イベントとして本庄まつりで巡行する山
車10基とこだま夏まつりで巡行する神

みこ し
輿４基が参加する

ことになりました。本庄の山車と児玉の神輿が一同に
会するのは初です。現在それぞれの当番町、交渉委員
長会議、連合青年会がしっかりと協議し、奉祝の集い
を事故無く華やかに彩るべく、内容を詰めているとこ
ろです。
　奉祝行事には費用もかかりますので、商工会議所、
商工会からお声がけいただき、各企業や団体の皆さま
から有り難いことに多額のご寄付が集まったとのこと
です。
　そしてこの一大行事を蔭で支える事務局担当者、当
日の交通規制や警備でお世話になる本庄警察署の署員、
武州本庄つみっこ研究会等関係の皆さまが、当日のス
ムースな運営に向け計画を練っています。
　このように、関係各位の奉祝の真心と熱意をもって
現在準備が進められております。市長として心から敬
意と感謝を申し上げつつ、今はただ、この奉祝祈念行
事が本庄市民の思い出にのこる令和時代の幕開けとし
て成功することを、心から祈念しております。




